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   We report a rare case of collecting duct carcinoma of the kidney (Bellini's duct carcinoma). 
A37-year-old woman visited our hospital with a chief complaint of asymptomatic hematuria. We 
suspected right renal pelvic tumor from the detection of round filling defects in the upper calyces 
of the right kidney by image diagnoses. A ureteroscopic biopsy revealed a low grade renal cell 
carcinoma. Therefore, she received right partial nephrectomy immediately. Histological examina-
tion of the surgical specimen showed a highly differentiated adenocarcinoma with papillary prolif-
eration besides the collecting duct epithelium. With the results of the strongly positive patterns of 
immunohistochemical staining with high molecular cytokeratin and peanut aggulutinin, the tumor 
corresponded to the distal  nephrons. Therefore we made the diagnosis of  Bellini's duct carcinoma. 
She has been alive without evidence of metastases for one year after surgery. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  40: 1103-1107, 1994) 































































































































従来 近位 尿細 管 由来 説 が有 力視 され て きた 腎細 胞 癌
のなかに も,異 な る腫 瘍 起源 が示 唆 され る もの が存 在
す るこ とは,Mancilla-Jimenezら2)によって 最 初に
示 され た.彼 らは臨 床的 に はavascularityを示 す傾
向を もつ乳 頭状 腎細 胞癌34例を組 織 学的 に 検 索 した結
果,atypicalhyperplasticな変 化 を 示す 集合 管 組織
に注 目 し,遠 位 尿細 管上 皮 か らの腫 瘍 発 生 の可 能性 に
つ いて報告 した.1979年Cromieら3)は同一 腫瘍 のな
かに移 行上 皮癌 の 組 織 を 混在 す る 腎 細胞 癌 を報 告 し
て,そ の組織 像 の特 徴か ら集合 管(Bellini管)を発
生 起源 とす る腎細 胞 癌 を提 唱 した 。Cromieらと同様
の組 織学 的特 徴 を示 す例 が続 いて 報告 され4),また特
に 電顕的観 察 に よって,Bellini管起 源 が示 され た腎
孟原 発 の乳 頭 状腺 癌 の例 も報 告 され5),Bellini管癌 は
遠位 尿細 管か ら移 行 上皮 に至 る段 階 で の腫 瘍 発 生 と考
え られ た.
近年 は 免 疫 組織 化学 的 手 法 を 用 い る こ と に よ り
Bellini管癌 の発 生 母 地 の特定 が 容 易 に な って きて い
る,正 常腎組 織 の 尿細 管各 部 位 に対 す る各 種 マ ー カ ー
の染 色態 度 を も とに,Bellini管癌 に つ いて はcyto-
keratin(CK),peanutaggultlnin(PNA),vimen-
tin(VM),epithelialmembraneantigen(EMA)
等 の遠 位尿細 管系 マ ー カ ーが有 用 とされ6・7),そのな か
で もhigh-molecularCK,PNAの2種が 他 の タイ
プの腎細 胞癌 とは異 な って強 い 染 色 結果 を示 す こ とが
Kennedyら8)によ って報 告 され た.さ らにRumpelt
1105
ら9)はこれらの染色結果が光顕的ならびに電顕的特徴














































Table1.Bellini管癌 く本 邦 報 告例 〉
報告者 繍 部位 主 訴 泊 療 予 後 雑 誌 名
1宮 崎70FLt.肉 眼 的血尿 根治的腎摘除NED.


















































































根治的腎摘除 肺 転 移→
術後10M死亡
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れ る.最 近 に な ってBellini管癌3例 の染 色体 分 析 の
結 果,3例 す べて に1,6,14,15,22のmonoso-
myが 共 通 して み られ た とす る 報 告16)も出 さ れ,
Dimopoulosら11)が示 唆 した よ う に ,Bellini管癌
に 遺伝 的 要 素 が介 在す る可 能性 もあ り今 後 の検 討 が待
た れ る.
治療 方法 に つ い ては,松 崎 ら12)は混 合型 で も移行 上
皮癌 に 準 じた 化 学療 法 で支 障 はな い と して い る が,
Dimopoulosら11)は7例にMVACを 用 い た術 後補
助療 法 を行 った が1例 にMRが み ら れ た だ け と報
告 す るな ど,そ の効果 も一 定 で はな い.ま たinterfe・
ron(IFN)につ いて もIFN一α十interleukin-2(IL-
2)の組 み合 わ せ で1例 に 劇 的 な腫 瘍 の 縮 小 を み た
例11)もあ るが,概 ね 無効 で あ った とす る報告 が 多 く,
い まだ 確 立 した 治 療法 は 認 め られ て い ない のが 現 状 で
あ る.自 験例 に つ い ては 腫瘍 サ イ ズが 約2cmと 小 さ
か った こ と,ま た10wgradeであ った こ とか ら腎 部
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